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套管
とうかん

（スリーブ）を作り，もとの外導体が中心導体とな

るような同軸線路を形成しています．折り返して形成

した同軸線路部は4分の1波長の長さであり，套管の

下端が開放端となっているのでチョークとして動作

し，そこから電流が漏れません．

このような動作原理なので，電流分布，指向性およ

び使用帯域幅は半波長ダイポールとほぼ同じです．

スリーブ・アンテナは，スリーブ・ダイポール・ア

ンテナ，スリーブ・モノポール・アンテナの総称であ

り，その変形としてオープン・スリーブ・アンテナが

あります．それぞれの特徴について以下に述べます．

■ スリーブ・ダイポール・アンテナ

図2（a）に示すように，中央部を同軸状の導体の鞘

によって包んだアンテナです．このアンテナは，2点

給電アンテナと考えられ，その電流分布の最大点はダ

イポールの中央部，またはモノポールの基部です．ア

ンテナのインピーダンスの反共振点は，Sがλ/4の奇

数倍にほぼ等しいときか，Lが半波長の整数倍のとき

に起きます．

■ スリーブ・モノポール・アンテナ

中央部を同軸状の導体の鞘で包んだアンテナをモノ

ポール化したのが，スリーブ・モノポール・アンテナ

であり，図 2（b）のように地板から突き出たスリー

ブ・ダイポール・アンテナの半分で構成されています．

列車無線ではV/UHF帯の空間波やLCX（漏洩同軸

ケーブル），LF帯のIR（誘導無線）などが使われてい

ます．そのV/UHF帯アンテナとしては，写真1に示

すモノポールや逆L型が使われています．

一般的なモノポール・アンテナは，長さλ/4程度

で，移動体無線用のアンテナとしてよく使われていま

す．アンテナ自体の形状は一見単純な棒状ですが，列

車無線用モノポール・アンテナは太い円柱状をしてお

り，広帯域特性をもちます．このモノポール・アンテ

ナは，列車の運転室，車掌室，駅などを結ぶ列車用無

線電話の無線機に使用されています．

列車無線のような移動通信では，通信の相手によっ

て異なる周波数を使うことが電波法によって決められ

ています．また，従来の鉄道無線電話は，150 MHz/

400 MHz帯の周波数を使用しています．従来は1種類

の周波数によって運転室と無線基地との間の通話だけ

ができるシステムでしたが，近年これにもう一つ別の

周波数をも加えて，運転室と車掌室，運転室と無線基

地以外の各駅などとも通信ができるようにしようとい

うのです．

■ 基本的な構造

図1に示すように，同軸線路の外導体を折り返して

スリーブ・アンテナについて

第8章 150 MHz帯/400 MHz帯の2周波
に対応するスリーブ型モノポール

列車無線用アンテナ
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〈写真1〉列車無線用アンテナの例〈図1〉スリーブ・アンテナの構造
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これはモノポール・アンテナを50Ω系同軸ケーブ

ルと整合を取るためにオフセット給電したものと考え

られ，Sの長さを可変して整合をとることができ，実

用上よく利用されています．

■ 基本的な構造

図 3（a）は 2周波に共用できる同軸型のダイポー

ル・アンテナであり，その切れ目であるa－b端には，

2周波スリーブ・ダイポールの動作原理

（a）スリーブ・ダイポール・�
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〈図2〉スリーブ・ダイポール・アンテナとスリーブ・モノポー

ル・アンテナの構造

〈図3〉（2）2周波共用ダイポール・アンテナ

（a）2周波に共用できる同軸型のダイポール・アンテナ�

（c）波長　1における電流分布�

（d）波長　2における電流分布�
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λ�

λ�

同図（b）に示すように，ZsとZfなるインピーダンス

（同軸線路の終端短絡または開放の送端インピーダン

ス）が直列に挿入されていると考えられます．
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（a）190MHzにおける電流分布と指向性�
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（b）270MHzにおける電流分布と指向性�
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〈図4〉

2周波の中心周波数における

電流分布と指向性
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